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一　

は
じ
め
に

令
和
元
（2019

）
年
一
一
月
、
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
。
一
六
日
と
一
八
日
に

は
そ
れ
に
伴
う
大
饗
の
儀
が
催
行
さ
れ
、
皇
居
豊
明
殿
に
は
悠
紀
地
方
風
俗
歌

屏
風
・
主
基
地
方
風
俗
歌
屏
風
が
飾
ら
れ
た
。
お
の
お
の
六
曲
一
双
、
縦
（
高

さ
）
二
四
〇
糎
×
横
四
一
〇
糎
の
大
き
な
屏
風⑴
に
、
悠
紀
・
主
基
そ
れ
ぞ
れ
の

地
方
の
景
物
が
四
季
に
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
い
る
（
悠
紀
地
方
の
屏
風
に
は
軽

ト
ラ
ッ
ク
も
見
ら
れ
る
）。
そ
の
名
所
絵
の
屏
風
に
は
四
首
の
和
歌
が
色
紙
形

二
枚
に
一
首
充
て
で
書
か
れ
貼
ら
れ
て
い
る
。
現
代
で
は
ま
ず
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
、“
新
作
の
〟
屏
風
歌
と
四
季
名
所
屏
風
絵
で
あ
る
。

こ
の
悠
紀
・
主
基
地
方
風
俗
歌
屏
風
（
以
下
「
大
嘗
会
和
歌
屏
風
」
と
す
る
）

に
つ
い
て
、
と
く
に
江
戸
期
以
降
の
有
り
様
を
考
え
て
み
た
い⑵
。

二　

大
嘗
会
和
歌
屏
風
の
基
礎
知
識

大
嘗
会
の
室
礼
と
し
て
の
屏
風
に
つ
い
て
は
、
早
く
昭
和
一
六
年
に
秋
山
光

和
氏⑶
「
大
嘗
会
屏
風
に
つ
い
て
―
平
安
時
代
や
ま
と
絵
研
究
の
一
節
―
」
が
あ

り
、
そ
の
後
家
永
三
郎
氏⑷
も
『
上
代
倭
絵
全
史
』
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

文
学
の
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
藤
田
百
合
子
氏⑸
「
大
嘗
会
屏
風
歌
の
性
格
を

め
ぐ
っ
て
」
の
存
在
が
大
き
い
。
そ
の
後
、
昭
和
末
か
ら
平
成
に
か
け
て
出
版

さ
れ
た
八
木
意
知
男
氏⑹
の
『
大
嘗
会
和
歌
の
世
界
』『
大
嘗
会
本
文
の
世
界
』

『
儀
礼
和
歌
の
研
究
』
の
一
連
の
著
作
を
経
て
、
研
究
が
大
き
く
進
ん
だ
。
ま

た
今
回
の
お
代
替
わ
り
に
併
せ
て
大
嘗
祭
が
諸
処
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
展
覧

会⑺
・
講
演
会
な
ど
も
多
く
あ
っ
た
。
深
津
睦
夫
氏⑻
「
大
嘗
会
和
歌
」
も
講
演
を

下
敷
き
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
を
も
と
に
、
大
嘗
会
和

歌
屏
風
の
基
礎
的
な
事
柄
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

さ
て
、
大
嘗
会
和
歌
屏
風
は
平
安
中
期
の
『
西
宮
記
』『
北
山
抄
』
に
言
及

が
あ
り
、
藤
原
清
輔
の
『
袋
草
紙⑼
』
に
は
、
大
嘗
会
歌
次
第
の
記
事
が
あ
る
。

清
輔
は
高
倉
天
皇
の
大
嘗
会
の
主
基
方
歌
人
で
あ
る
。

先
従
国
注
進
所
々
名
於
行
事
、
以
下
作
者
許
。
作
者
撰
便
宜
所
吾々
可
避
禁
忌
、

諷
詠
之
、
進
行
事
所
弁
。
以
風
俗
歌
下
楽
所
。
以
之
人
々
作
案
。
以
屏
風
無
下

絵
所
。
以
之
書
図
之
。
若
和
歌
有
通
（
返
々
イ
）
之
時
、
所
々
ノ
名
ニ
書
詞
テ

先
進
之
、
和
歌
ハ
追
進
之
。
件
詞
作
者
計
之
。
又
風
俗
歌
許
ヲ
進
、
常
事

也
。

ま
た
『
兵
範
記⑽
』
仁
安
三
年
（1168

）
一
二
月
一
〇
日
条
に
は
「
御
屏
風
十

帖
在
青
色
薄
物
袋
台
二
脚
、
五
尺
四
帖
本
文
、
四
尺
六
帖
和
歌
」
の
記
事
が
見
え
る
。
高

さ
五
尺
で
四
帖
の
本
文
屏
風
と
四
尺
六
帖
の
和
歌
の
屏
風
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
嘗
会
和
歌
屏
風
覚
書

―
再
興
以
降

―

杉
　
　
本
　
　
ま
ゆ
子



― ―61

な
お
、
屏
風
の
六
曲
一
双
と
は
、
蝶
番
で
繋
が
れ
た
面
が
六
枚
で
六
曲
、
屏
風

一
つ
を
一
隻
ま
た
は
一
帖
と
い
い
、
二
隻
で
一
双
と
な
る
。
俵
屋
宗
達
の
風
神

雷
神
図
屏
風
で
あ
れ
ば
二
曲
一
双
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
平
安
中
期
か
ら
形
式
が

整
い
始
め
、
院
政
期
に
大
嘗
会
和
歌
屏
風
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ

る
に
至
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
ル
ー
ル
を
確
認
の
た
め
に
以
下
に
掲
げ
る
。

大
嘗
会
屏
風
は
、
大
嘗
会
卯
日
の
後
、
辰
日
と
巳
日
の
節
会
で
飾
ら
れ
る
。

大
嘗
会
屏
風
に
は
漢
文
を
書
く
本
文
屏
風
と
和
歌
を
書
く
和
歌
屏
風
が
あ
る
。

本
文
屏
風⑾
は
『
礼
記
』
月
令
等
漢
文
学
を
出
典
と
し
た
摘
句
佳
句
を
記
し

た
色
紙
形
を
配
し
た
五
尺
四
帖
の
唐
絵
屏
風
で
、
和
歌
屏
風
は
新
作
の
和
歌

を
詠
ん
だ
四
尺
六
帖
の
倭
絵
屏
風
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
一
帖
に
色
紙
形
三
枚

充
て
で
、
和
歌
屏
風
は
一
帖
が
二
ヶ
月
三
首
に
相
当
す
る
。

唐
絵
屏
風
は
京
都
国
立
博
物
館
蔵
山
水
屏
風
（
国
宝
）
を
想
起
す
る
と
わ

か
り
易
い
。
平
安
末
期
の
作
で
唐
絵
に
色
紙
の
貼
り
跡
と
思
し
き
も
の
も
あ

る
。
高
さ
も
一
四
六
・
四
糎
と
五
尺
に
相
当
す
る
。
和
歌
屏
風
は
二
ヶ
月
を

一
帖
に
割
り
振
っ
た
十
二
ヶ
月
の
名
所
屏
風
を
想
定
す
れ
ば
良
く
、
和
歌
は

合
計
十
八
首
に
な
る
。

歌
人
は
通
例
悠
紀
主
基
一
人
ず
つ
。
歌
人
と
儒
者
が
担
当
し
た
。

ル
ー
ル
が
固
定
す
る
前
の
安
和
度
（
冷
泉
天
皇
）
は
悠
紀
方
に
平
兼
盛
・

清
原
元
輔
・
大
中
臣
能
宣
の
三
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
大
嘗
会
悠
紀

主
基
和
歌⑿
』）
が
、
後
に
各
地
方
一
名
で
、
少
な
く
と
も
一
人
が
儒
者
と
な
っ

た
。
な
お
、
儒
者
が
和
歌
を
詠
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
本
文
屏
風

の
本
文
を
儒
者
が
選
定
し
た
こ
と
と
関
係
す
る
と
藤
田
百
合
子
氏
が
『
夜
鶴

庭
訓
抄
』
を
利
用
し
て
解
明
し
て
い
る
。『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
は

　

一
大
嘗
会
御
屏
風
大
事
也
、
悠
紀
主
基
と
て
左
右
あ
り
、
五
尺
六
帖

四
尺
六
帖
づ
ゝ
左
右
ニ
あ
る
也
、
五
尺
に
は
本
文
ヲ
書
、
四
尺
に
は
か
な

を
書
、
は
か
せ
二
人
左
右
に
し
て
、
本
文
ハ
か
ん
が
へ
て
、
や
が
て
所

の
は
か
せ
哥
よ
み
な
れ
バ
哥
も
兼
よ
む
也
、
さ
ら
ね
バ
別
の
人
も
よ
む
、

悠
紀
の
方
の
哥
を
バ
た
ゞ
か
ん
な
に
主
基
の
方
は
さ
う
に
書
、
秘
説
也⒀
、

と
あ
る
。
院
政
期
以
降
鎌
倉
期
あ
た
り
の
大
嘗
会
歌
人
に
つ
い
て
は
井
上

宗
雄
氏⒁
、
佐
々
木
孝
浩
氏⒂
、
儒
者
に
つ
い
て
は
八
木
氏⒃
、
仁
木
夏
実
氏⒄
、
申

美
那
氏⒅
に
詳
し
い
。

悠
紀
主
基
の
国
郡
が
卜
定
さ
れ
る
と
、
題
材
の
た
め
に
「
注
進
風
土
記
」
が
作

ら
れ
、
風
俗
歌
十
首
と
屏
風
歌
十
八
首
を
詠
む
。

注
進
風
土
記
は
『
山
槐
記⒆
』
元
暦
元
（1184

）
年
九
月
一
五
日
条
に
「
悠

紀
史
国
通
依
弁
命
持
来
日
時
四
通
、
古
地
交
名
注
文
一
通
」「
近
江
国
注
進

風
土
記
事
、」
と
し
、「
志
賀
山
」
な
ど
八
〇
箇
所
の
地
名
を
掲
げ
る
。
前
出

『
袋
草
紙
』
に
「
避
禁
忌
」
と
あ
る
よ
う
に
地
名
は
慎
重
に
選
ば
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
藤
田
氏
は
「
歌
枕
で
は
な
く
」「
地
名
が
和
歌
的
側
面
よ
り
政

治
的
側
面
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
」
と
し
、
八
木
氏⒇
は
「
嘉
・

賀
姓
を
帯
び
た
地
名
が
好
ま
れ
た
」
と
さ
れ
る
。

な
お
、
地
名
以
外
に
も
八
木
氏
は
「
鶯
」、
相
馬
万
里
子
氏�
は
「
ほ
と
と

ぎ
す
」
の
屏
風
歌
に
頻
出
す
る
鳥
を
大
嘗
会
和
歌
に
詠
ま
な
い
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。「
憂
く
ひ
ず
と
の
み
鳥
の
鳴
く
ら
ん
」（
古
今
和
歌
集
四
二
二
）
と

詠
ま
れ
る
鶯
と
、「
死
出
の
田
長
」（
同
一
〇
一
三
）
の
別
名
を
持
つ
時
鳥
を

避
け
て
い
る
辺
り
、
確
か
に
語
の
持
つ
祝
意
・
禁
忌
に
注
力
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

色
紙
形
は
能
書
が
請
け
負
う
。

藤
原
行
成
の
世
尊
寺
流
が
有
名
で
あ
る
が
、
江
戸
期
に
は
持
明
院
流
が
引

き
受
け
た
ほ
か
、
式
部
卿
宮
家
仁
親
王
が
清
書
し
て
い
る
例
も
あ
る
（『
明
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和
度
大
嘗
会
関
係
文
書
』
三
七
、
五
一
一
・
五
二
）。

三　

前
近
代
の
大
嘗
会
屏
風

大
嘗
会
は
文
正
度
（
第
一
〇
三
代
後
土
御
門
天
皇
）
か
ら
途
絶
し
、
第
一
一

三
代
東
山
天
皇
の
時
に
再
興
さ
れ
た
。
財
政
難
に
よ
り
略
儀
で
あ
っ
た
こ
と
は

武
部
敏
夫
氏�
論
に
詳
し
い
。
中
で
も
三
日
に
わ
た
る
節
会
が
一
日
に
短
縮
さ
れ

た
た
め
、
辰
日
巳
日
の
節
会
に
飾
ら
れ
る
大
嘗
会
和
歌
屏
風
は
省
略
さ
れ
た
。

次
の
中
御
門
天
皇
は
大
嘗
会
が
行
わ
れ
ず
、
第
一
一
五
代
桜
町
天
皇
の
時
（
元

文
度
）
に
よ
う
や
く
大
嘗
会
が
行
わ
れ
、
和
歌
屏
風
も
作
ら
れ
た
。
こ
の
復
興

は
将
軍
徳
川
吉
宗
の
肝
入
り
で
あ
っ
た
。

元
文
度
の
悠
紀
主
基
和
歌
は
表
１
の
通
り
烏
丸
光
栄
と
日
野
資
時
で
、
光
栄

は
『
烏
丸
光
栄
歌
道
教
訓
』
等
の
著
作
も
あ
る
当
代
随
一
の
歌
人
で
あ
る
。
資

時
は
光
栄
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
霊
元
院
歌
壇
で
活
動
し
て
い
る
（『
資
時
卿

記
和
歌
別
記
享
保
七
年
―
九
年
』
一
五
三
・
二
二
八
）。
儒
者
の
家
で
あ
る
日
野
流
の

歌
人
二
名
と
い
う
古
例
に
則
っ
た
人
選
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
詠
進
日
記
を
記

し
て
い
る�
。
光
栄
の
『
大
嘗
会
和
歌
詠
進
日
記　

元
文
三
年
』（
三
五
二
・
二

二
三
）
に
は
、

八
月
廿
三
日
、
参
内
、
殿
下
命
云
、
今
度
両
国
稲
舂
歌
郡
村
等
近
日
可
有

内
意
也
、
先
此
度
名
所
永
享
風
土
記
可
為
同
名
也
、
是
当
時
難
撰
之
間
、

右
謂
近
例
謂
御
代
長
、

と
、
永
享
度
（
後
花
園
天
皇
）
の
注
進
風
土
記
を
用
い
る
こ
と
、
今
は
選
ぶ
の

が
困
難
な
の
で
在
位
期
間
の
長
い
永
享
度
に
倣
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

国
郡
卜
定
は
八
月
二
八
日
で
あ
り
、
光
栄
に
悠
紀
方
の
詠
進
の
宣
旨
が
下
っ
た

の
は
九
月
一
四
日
で
あ
る
。
正
式
な
日
程
と
は
別
に
内
々
に
進
め
ら
れ
て
い
る

様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
し
て
一
五
日
に
は
絵
所
預
で
あ
る
土
佐
光
芳
が
光
栄

の
許
を
訪
れ
て
い
る
。
光
芳
は
大
嘗
会
屏
風
の
絵
と
仕
立
て
を
担
当
し
た
。
最

終
的
に
風
土
記
は
一
〇
月
一
日
に
注
進
が
決
ま
っ
た
（
和
歌
は
す
で
に
作
ら
れ

て
い
た
）。
ま
た
一
〇
月
一
六
日
条
に
は
、
悠
紀
主
基
和
歌
色
紙
の
最
初
の
一

枚
は
御
前
で
清
書
す
る
定
め
で
あ
っ
た
の
に
持
明
院
基
雄
が
す
べ
て
清
書
し
て

持
参
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。
と
も

あ
れ
再
興
の
混
乱
の
中
で
懸
命
に
勤
め
る
様
子
が
窺
え
る
。

さ
て
、
中
世
ま
で
の
大
嘗
会
和
歌
屏
風
は
残
っ
て
は
い
な
い
が
、
江
戸
期
の

屏
風
は
表
１
表
２
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
八
木
氏�
が
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の

天
明
七
年
大
嘗
会
本
文
屏
風
を
見
い
だ
し
、
松
嶋
雅
人
氏�
は
東
京
国
立
博
物
館

が
所
蔵
す
る
大
嘗
会
（
和
歌
・
本
文
）
屏
風
六
〇
帖
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を

さ
れ
た
。
平
成
三
〇
（2018

）
年
に
は
「
京
都
の
御
大
礼
」
展�
で
京
都
国
立
博

物
館
蔵
天
明
度
大
嘗
会
本
文
屏
風
が
展
示
さ
れ
、
令
和
元
年
に
は
東
京
国
立
博

物
館
特
集
展
示
「
天
皇
と
宮
中
儀
礼�
」
に
お
い
て
同
館
蔵
の
明
和
元
年
度
と
文

政
元
年
度
の
悠
紀
主
基
屏
風
が
公
開
さ
れ
た
。

松
嶋
氏
の
調
査
に
よ
り
江
戸
期
の
和
歌
屏
風
は
平
均
す
る
と
縦
一
二
一
・
五

糎
×
横
二
六
五
糎
、
本
文
屏
風
は
縦
一
五
三
糎
×
横
二
九
五
糎
、「
落
款
印
章

な
ど
作
者
名
の
表
記
は
一
切
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
松
嶋
氏
論
文
で
は
本

文
屏
風
の
催
行
年
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、『
天
明
度
大
嘗
会

御
屏
風
本
文
』（
二
〇
八
・
五
七
五
）、『
文
政
度
大
嘗
会
御
屏
風
本
文
事
』（
二

〇
八
・
五
二
六
）、『
嘉
永
度
大
嘗
会
悠
紀
主
基
本
文
和
歌
』（
三
五
三
・
七
一

四
）
に
よ
り
催
行
年
と
撰
者
を
確
定
し
た
。

江
戸
期
で
は
、
本
文
を
担
当
し
た
の
は
高
辻
・
五
條
・
清
岡
・
東
坊
城
と
す

べ
て
本
姓
を
菅
原
と
す
る
人
々
で
あ
り
、
和
歌
を
詠
進
し
た
の
は
日
野
・
烏

丸
・
広
橋
・
柳
原
と
す
べ
て
藤
原
北
家
日
野
流
で
あ
る
。
途
絶
以
前
は
本
文
屏

風
や
漢
故
事
由
来
の
和
歌
表
現
が
、
儒
者
で
も
あ
る
日
野
家
を
選
ぶ
理
由
で
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あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
新
し
い
ル
ー
ル
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

本
文
屏
風
再
興
に
あ
た
っ
て
の
光
格
天
皇
の
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
述
べ
る
用
意
が
な
い
。

さ
て
、
中
澤
伸
弘
氏
は
「
大
嘗
会
和
歌
の
中
絶
と
再
興
継
承
と�
」
の
中
で
、

　

柳
原
紀
光
は
そ
の
日
記
『
愚
紳
』
宮
内
庁
書

陵
部
蔵

に
於
て
次
の
様
に
記
し
て

ゐ
る
。十

月
十
八
日
（
略
）

　

�

今
夜
土
佐
將
監
光
貞
來
…
…
大
祀
御
屏
風
繪
之
事
則
愚
詠
趣
意
等
含

之

と
記
し
た
後
に
二
行
書
き
で

　
　
　
　
今
度
御
屏
風
新
調
也　

元
文
新
調
已
後
寬
延
明
和
等
不
及
新

調
之
間
和
哥
用
同
題
色
紙
被
替
也
不
可
然
間
今
度
被
新
調
了

と
あ
る
。
即
ち
元
文
に
再
興
な
つ
た
和
歌
屏
風
は
寛
延
明
和
元
年
度
の
二

度
に
亙
つ
て
新
調
さ
れ
ず
、
和
歌
を
記
し
た
色
紙
形
の
み
を
貼
り
替
え
て

用
ゐ
て
ゐ
た
と
言
ふ
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。『
愚
紳
』
は
『
柳
原
紀
光
日
記
』（
柳
・
一
二
〇
三
）
の

こ
と
。
紀
光
は
後
桃
園
天
皇
の
時
の
主
基
方
歌
人
で
、
土
佐
光
貞
と
の
話
を
筆

録
し
た
の
で
あ
る
。
よ
う
は
表
１
の
元
文
三
年
と
寛
延
元
年
が
空
白
な
の
は
当

然
で
、
明
和
元
年
の
作
と
さ
れ
る
一
組
は
も
と
も
と
元
文
三
年
作
土
佐
光
芳
画

と
な
る
。

そ
こ
で
明
和
元
年
度
の
悠
紀
方
詠
進
者
で
あ
る
日
野
資
枝
の
『
資
枝
卿
記
』

（
柳
・
三
七
）
を
見
て
み
る
と
明
和
元
年
八
月
三
日
条
に
、

風
俗
和
哥
御
屏
風
和
哥
名
所
題
等
内
々
伺
之
処
、
今
度
如
寛
延
御
屏
風
御

修
覆
也
、
元
文
寛
延
之
度
、
不
可
有
相
違
之
旨
也
、

と
、
寛
延
度
同
様
屏
風
は
修
復
し
て
用
い
る
と
記
し
て
い
る
。
土
佐
光
貞
の
筆

と
さ
れ
た
明
和
元
年
度
大
嘗
会
屏
風
は
、
父
光
芳
の
筆
で
間
違
い
な
い
と
言
え

よ
う
。
前
出
『
明
和
度
大
嘗
会
関
係
文
書
』（
三
七
）「
大
祀
諸
司
交
名
」
に
は
、

絵
師
と
し
て
土
佐
前
左
京
進
（
光
芳
カ
）
な
ど
四
名
の
名
が
見
え
る
が
悠
紀
主

基
屏
風
の
新
調
は
な
く
、
色
紙
形
を
貼
り
替
え
た
も
の
と
分
か
る
。
松
嶋
氏
が

明
和
元
年
度
屏
風
を
「
や
や
淡
泊
で
大
味
な
描
写
」
と
和
歌
と
絵
画
の
密
接
度

の
低
さ
に
言
及
さ
れ
た
の
は
慧
眼
で
あ
る
。

四　

明
治
の
大
嘗
会
屏
風

明
治
度
を
考
え
る
前
に
大
正
度
以
降
を
見
て
お
く
と
、
表
３
の
よ
う
に
な
る
。

明
ら
か
に
江
戸
期
の
屏
風
と
比
べ
て
大
き
い
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
ま
た
大
正

度
以
降
、
各
地
方
四
首
で
、
歌
一
首
を
二
枚
の
色
紙
形
に
書
く
形
式
が
保
た
れ

て
い
る
。
歌
人
と
画
家
は
各
地
方
一
名
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

さ
て
明
治
度
で
あ
る
が
、『
明
治
天
皇
紀�
』
に
以
下
の
よ
う
に
書
く
。

悠
紀
国
風
の
一
に
曰
く
、

　
　
　

白
嶺
巨
摩
郡

　

君
か
代
の
光
に
い
と
ゝ
あ
ら
は
れ
て

　
　
　

か
ひ
の
し
ら
ね
の
か
ひ
は
あ
り
け
り

神
祇
大
輔
福
羽
美
静
の
作
る
所
な
り
、
そ
の
二
に
曰
く
、

　
　
　

青
柳
里

　

大
御
世
の
風
に
し
た
か
ふ
民
草
の

　
　
　

す
か
た
を
見
す
る
青
柳
の
里

宣
教
権
中
博
士
八
田
知
紀
の
作
る
所
な
り
、（
中
略
）
主
基
国
風
の
一
に

曰
く
、

　
　
　

長
狭
川
長
狭
郡

　

岩
間
ゆ
く
水
の
み
と
り
も
長
狭
河

　
　
　

い
さ
よ
ふ
瀬
々
の
す
ゑ
ふ
か
む
ら
む
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神
祇
少
輔
門
脇
重
綾
の
作
る
所
な
り
、
其
の
二
に
曰
く
、

　
　
　

蓬
島
同
郡

　

名
く
は
し
き
蓬
か
し
ま
は
君
か
代
の

　
　
　

な
か
さ
県
の
か
み
や
つ
く
り
し

神
祇
大
録
飯
田
年
平
の
作
る
所
な
り
、

各
地
方
二
首
歌
人
二
名
と
い
う
変
則
ぶ
り
や
「
国
風
」（
伝
承
歌
の
意
）
と
あ
っ

て
「
風
俗
歌
」
と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
混
乱
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。

『
明
治
天
皇
紀
』
は
後
の
編
纂
物
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
資
料
を
求
め

て
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
蔵
『
大
嘗
祭
記
』（
識
別
番
号
八
一
五
二
二
）

で
確
認
し
た
が
、「
○
国
風
歌
」
と
し
て
こ
れ
ら
四
首
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

明
治
六
年
五
月
五
日
皇
居
の
火
災
に
よ
り
太
政
官
庁
舎
は
消
失
し
て
お
り
、
こ

の
『
大
嘗
祭
記
』
に
も
悠
紀
主
基
の
山
梨
・
千
葉
両
県
か
ら
写
し
を
再
提
出
さ

せ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
和
歌
の
資
料
も
原
資
料
で
は
な
い
可

能
性
が
あ
る
が
、
太
政
官
の
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
明
治
一
八
年
の
太
政

官
廃
止
ま
で
の
文
書
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
（
式
部
寮
は
太
政
官
直
属
で
あ
っ

た
）。た

だ
結
論
か
ら
言
う
と
、
混
乱
は
な
か
っ
た
。
屏
風
歌
は
悠
紀
主
基
併
せ
て

四
首
で
よ
い
の
で
あ
る
。

『
明
治
大
嘗
祭
図　

下�
』
に
四
隻
の
六
曲
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
枚
目

を
こ
の
文
末
に
掲
げ
て
お
く
。
手
前
に
人
と
家
、
奥
に
雄
大
な
白
い
峰
を
描
い

て
い
る
。
一
隻
に
一
枚
色
紙
形
が
描
か
れ
て
お
り
（
歌
は
書
き
込
ま
れ
て
い
な

い
が
）、
都
合
四
首
で
よ
い
こ
と
に
な
る
。
歌
一
首
で
一
隻
の
た
め
、
季
節
の

移
ろ
い
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
悠
紀
と
主
基
で
各
一
双
に
な
る
。

そ
し
て
色
紙
形
を
江
戸
期
の
縦
二
〇
糎
×
横
一
七
糎
程
度
（
松
嶋
氏
論
文
）

で
計
算
す
る
と
、
高
さ
が
一
一
〇
糎
程
に
な
る
。
つ
ま
り
江
戸
期
と
同
等
か
小

ぶ
り
で
あ
り
、
大
正
以
降
と
は
様
相
が
か
な
り
異
な
る
。
色
紙
形
も
一
枚
で
江

戸
期
と
同
じ
で
あ
る
。
江
戸
期
に
使
わ
れ
て
い
る
大
嘗
会
和
歌
屏
風
の
色
紙
形

の
大
き
さ
は
、
巷
間
に
流
通
し
て
い
た
大
き
さ
な
の
で
（
参
照
『
百
人
一
首
色

紙
形　
後
西
院
御
散
書�
』）、
明
治
ご
く
初
期
も
同
じ
も
の
を
使
用
し
た
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
福
羽
美
静
以
下
四
名
の
歌
人
は
み
な
国
学
者
で
あ
り
神
祇
省
に
属
し

て
い
た
（
福
羽
は
当
時
歌
道
御
用
掛
も
兼
ね
、
明
治
五
年
一
一
月
か
ら
は
八
田

も
同
職
に
就
く
）。
勿
論
公
家
出
身
の
歌
人
が
い
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
明

治
天
皇
の
歌
道
師
範
は
三
条
西
季
知
で
あ
っ
た
し
、
明
治
四
年
の
段
階
で
は
嘉

永
度
の
歌
人
で
あ
る
広
橋
光
成
の
子
（
胤
保
）
や
烏
丸
光
政
の
子
（
光
徳
）
も

存
命
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
は
あ
え
て
祭
祀
と
し
て
の
側
面
を
打
ち
出
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
文
屏
風
に
つ
い
て
は
、
唐
風
が
祭
祀
と
一
致
し
に
く

い
と
考
え
た
の
か
、
三
代
だ
け
の
再
興
で
あ
っ
た
の
で
取
り
止
め
に
し
や
す

か
っ
た
の
か
、
明
確
な
理
由
は
資
料
か
ら
見
出
せ
な
か
っ
た
。
な
お
大
正
度
以

降
の
屏
風
の
大
型
化�
は
、
饗
宴
の
場
が
椅
子
式
に
替
わ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

五　

お
わ
り
に

こ
の
小
文
で
確
認
で
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

・
現
在
、
明
和
度
大
嘗
会
和
歌
屏
風
と
さ
れ
る
も
の
は
元
文
度
・
土
佐
光
芳
画

屏
風
を
修
復
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
現
存
す
る
大
嘗
会
本
文
屏
風
の
本
文
と
の
対
応
を
確
認
し
た
こ
と
。

・
明
治
度
屏
風
は
現
存
和
歌
本
文
に
混
乱
・
欠
損
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

ま
ま
で
よ
い
こ
と
。
六
曲
一
双
二
組
の
四
尺
屏
風
の
最
後
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
。
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・
公
家
歌
人
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
神
祇
省
の
祭
祀
と
し
て
の
大
嘗
祭
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。

近
世
期
の
図
様
と
和
歌
の
問
題
は
、
算
賀
屏
風
を
含
め
て
考
察
の
余
地
が
あ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

追
記　

宮
内
庁
書
陵
部
で
は
『
皇
室
制
度
史
料　

大
嘗
祭
一
』
を
令
和
三
年
三
月
に

刊
行
す
る
。
稿
者
は
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
が
、
悠
紀
主
基
屏
風
は
『
大
嘗
祭
四
』

に
収
録
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

注
⑴　

図
録
『
御
即
位
記
念
雅
楽
の
美
』（
東
京
藝
術
大
学
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）、『
御
即
位
記
念

特
別
展
皇
室
の
名
宝
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）
に
掲
載
。
寸
法

は
宮
内
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

大
礼
委
員
会
（
第
八
回
）
配
付
資
料　

大
饗
の
儀
関
係

資
料
で
も
公
開
。https://w

w
w
.kunaicho.go.jp/kunaicho/shiryo/tairei/

gijishidai-011002.htm
l

⑵　

こ
の
小
文
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
の
記
述
は
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
現
在
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
閲
覧
に
基
づ
く
。

⑶　
『
美
術
研
究
』
一
一
八
号
（
一
九
四
一
年
一
〇
月
）http://id.nii.ac.jp/1440/ 

00007356/

、
後
に
『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）

に
収
載
。

⑷　
（
高
桐
書
院
、
一
九
四
六
年
）。
後
に
改
訂
版
有
り
。

⑸　
（『
国
語
と
国
文
学
』
五
五
―
四
、
一
九
七
八
年
四
月
）。
以
下
藤
田
氏
論
は
す
べ

て
こ
れ
を
指
す
。

⑹　
『
大
嘗
会
和
歌
の
世
界
』（
皇
學
館
大
學
出
版
部
、
一
九
八
六
年
）、『
大
嘗
会
本
文

の
世
界
』（
同
、
一
九
八
九
年
）、『
儀
礼
和
歌
の
研
究
』（
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
、

一
九
九
八
年
）。

⑺　

図
録
『
大
嘗
祭
』（
國
學
院
大
學
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）
ほ
か
。

⑻　
『
即
位
礼
と
大
嘗
祭
の
歴
史
と
文
学
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
二
〇
二
〇
年
）。

⑼　

引
用
本
文
は
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

袋
草
紙
』（
藤
岡
忠
美
氏
校
注
、
岩
波

書
店
、
一
九
九
五
年
）。

⑽　
『
増
補
史
料
大
成　

兵
範
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

⑾　

注
⑹
『
大
嘗
会
本
文
の
世
界
』
参
照
。

⑿　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
五
〇
二
・
一
五
。『
新
編
国
歌
大
観
』

第
一
〇
巻
に
翻
刻
あ
り
。
以
下
、
書
名
と
函
架
番
号
の
み
を
記
し
た
も
の
は
す
べ
て

図
書
寮
文
庫
蔵
本
。

⒀　

引
用
本
文
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
群
書
類
従
』D

O
I　

10.11501/2559249

を

用
い
た
。

⒁　
「
大
嘗
会
和
歌
と
六
条
家
」（『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
第
三
輯
、
平
安
文
学
論
究

会
編
、
風
間
書
房
、
一
九
八
六
年
）。

⒂　
「
六
条
藤
家
か
ら
九
条
家
へ
―
人
麿
影
と
大
嘗
会
和
歌
」（『
芸
文
研
究
』
五
三
、

一
九
八
八
年
七
月
）。

⒃　

注
⑹
『
大
嘗
会
本
文
の
世
界
』「
大
嘗
会
と
本
文
」。

⒄　
「
大
嘗
会
和
歌
と
儒
者
」（『
文
芸
論
叢
』
六
四
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。

⒅　
「
大
嘗
会
和
歌
と
日
野
家
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
四
、
二
〇

一
〇
年
三
月
）。

⒆　

増
補
史
料
大
成
『
山
槐
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

⒇　

注
⒃
に
同
じ
。

�　
「
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
」（『
神
道
古
典
研
究
』
一
二
、
神
道
古
典
研
究
会
、
一

九
九
〇
年
一
二
月
）。

�　
「
貞
享
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」（『
書
陵
部
紀
要
』
四
、
一
九
五
四
年
三
月
）、

「
元
文
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
一
〇
、
一

九
八
六
年
二
月
）。

�　
『
神
道
大
系　

文
学
編
三　

神
道
和
歌
』（
橋
本
不
美
男
氏
・
相
馬
万
里
子
氏
校
注
、

神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
九
年
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
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宮内公文書館蔵　明治大嘗祭図　下

�　

注
⑹
『
大
嘗
会
本
文
の
世
界
』
第
二
章
四
「
天
明
度
本
文
屏
風
の
実
在
」。

�　
「
近
世
後
期
に
お
け
る
大
嘗
会
屏
風
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
二
四
、
二
〇
〇

六
年
）。
以
降
松
嶋
氏
論
は
す
べ
て
こ
れ
を
指
す
。

�　

図
録
『
京
都
の
御
大
礼
―
即
位
礼
・
大
嘗
祭
と
宮
廷
文
化
の
み
や
び
―
』（
同
展

実
行
委
員
会
編
、
二
〇
一
八
年
）。
岡
野
智
子
氏
の
コ
ラ
ム
「
江
戸
時
代
の
大
嘗
会

悠
紀
主
基
屏
風
」、
八
木
意
知
男
氏
の
論
文
「
大
嘗
会
和
歌
の
こ
と
ど
も
」
は
重
要
。

�　

東
京
国
立
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w
.tnm

.jp/m
odules/r_free_

page/index.php?id=1983
の
特
集
ペ
ー
ジ
か
ら
、
会
期
中
配
布
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ

が
入
手
で
き
る
。

�　
「
大
嘗
会
和
歌
の
中
絶
と
再
興
継
承
と
」（
上
）（
下
）（『
國
學
院
雑
誌
』
九
一
―

一
二
、
九
二
―
二
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
、
一
九
九
一
年
二
月
）。
但
し
、
正
字
等

を
常
用
字
体
で
引
用
し
た
。

�　
『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
（
宮
内
庁
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）。

�　

宮
内
公
文
書
館
、
識
別
番
号
八
五
四
四
七
。https://shoryobu.kunaicho.

go.jp/K
obunsho/V

iew
er/4000854470000/

の
二
〇
枚
目
か
ら
二
四
枚
目
に
屏

風
を
載
せ
る
。
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
安
房

国
屏
風
絵
写
」
の
説
明
に
よ
れ
ば
画
師
は
樋
口
守
保
と
狩
野
芳
信
。

�　

伏
・
五
五　

D
O
I　

10.20730/100179154

。

�　

図
録
『
皇
室
の
名
品
―
近
代
日
本
美
術
の
粋
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三

年
）
悠
紀
・
主
基
地
方
風
俗
歌
屏
風
（
大
正
度
）
解
説
（
太
田
彩
氏
）
で
「
悠
紀
・

主
基
地
方
風
俗
歌
屏
風
は
大
型
化
し
て
各
地
方
が
六
曲
一
双
と
さ
れ
、
大
饗
の
場
で
、

天
皇
の
御
座
の
左
右
両
脇
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。」
と
指
摘
。

付
記　

校
正
中
に
、
田
代
一
葉
氏
「
近
世
期
の
儀
礼
和
歌
―
元
文
三
年
度
大
嘗
会
和
歌

の
再
興
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
四
号
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
）

を
漏
ら
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
詠
進
日
記
を
中
心
に
綿
密
な
考
証
を
さ
れ
て
お

り
多
く
を
教
え
ら
れ
た
が
、
本
論
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
。
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。
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表 1　【大嘗会和歌屏風】

催行年 天皇
歌人 悠紀 主基

悠紀 主基 甲 乙 丙 丁 戊 己 甲 乙 丙 丁 戊 己

元文 3 年 1738 桜町天皇 烏丸光栄 日野資時

寛延元年 1748 桃園天皇 柳原光綱 広橋兼胤

明和元年 1764 後桜町天皇 日野資枝 烏丸光祖 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明和 8 年 1771 後桃園天皇 広橋伊光 柳原紀光 ★ ★ ○ ○ ○ ○

天明 7 年 1787 光格天皇 日野資矩 広橋胤定 ○ ○ ○ ○ ★ ○ ○ ★ ○ ○ ○ ○

文政元年 1818 仁孝天皇 広橋胤定 柳原隆光 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

嘉永元年 1848 孝明天皇 広橋光成 烏丸光政 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：東京国立博物館蔵　★：京都国立博物館蔵

表 2　【大嘗会本文屏風】

催行年 天皇
撰者 悠紀 主基

悠紀 主基 第一 第二 第三 第四 第一 第二 第三 第四

天明 7 年 1787 光格天皇 高辻福長 五條為徳 ★ ★ ★ ★

文政元年 1818 仁孝天皇 東坊城聡長 五條為定 ○ ○ ○ ○

嘉永元年 1848 孝明天皇 清岡長熈 桑原為政 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：東京国立博物館蔵　★：京都国立博物館蔵

表 3　【大正以降の悠紀主基屏風】

催行年
歌人 画家 寸法（cm）

悠紀 主基 悠紀 主基 高さ 幅

大正 4 年 1915 黒田清綱 入江為守 野口小蘋 竹内栖鳳 260 550

昭和 3 年 1928 入江為守 阪正臣 川合玉堂 山元春挙 229.5 523

平成 2 年 1990 窪田章一郎 香川進 東山魁夷 高山辰雄 240 410

令和元年 2019 篠弘 永田和宏 田渕俊夫 土屋禮一 240 410


